




リソゾーム蓄積症の研究では，リンパ球,培養皮膚線維芽細胞が主に用いられているが,性

質の異なる細胞でのりソゾーム酵素活性の測定も有用と考えられ,皮膚の初代培養の際に

得られる上皮性細胞において,リソゾーム酵素活性の測定と,電顕による観察を行った。 


